
JP 2014-153650 A5 2015.3.19

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年3月19日(2015.3.19)

【公開番号】特開2014-153650(P2014-153650A)
【公開日】平成26年8月25日(2014.8.25)
【年通号数】公開・登録公報2014-045
【出願番号】特願2013-25333(P2013-25333)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    7/11     　　　Ｎ
   Ｇ０３Ｂ    3/00     　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    7/11     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    7/11     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月3日(2015.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する撮像部と、
　撮像エリアに設けられる、前記被写体に対するオートフォーカスの合焦位置を定めるた
めのオートフォーカスエリアを設定するオートフォーカスエリア設定部と、
　前記オートフォーカスエリアに応じて、前記オートフォーカスを制御するオートフォー
カス制御部と
　を備え、
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスを用いた追尾動作を行う
場合に、追尾対象となる前記被写体が認識されていないとき、前記オートフォーカスエリ
アを、前記撮像エリアにおける中央部に再設定する
　撮像装置。
【請求項２】
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスエリアとして、前記撮像
エリア内の任意の位置に配置される複数のオートフォーカスエリアが設定されている場合
、前記オートフォーカスエリアを、前記中央部に再設定する
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスエリアを、前記中央部の
任意の位置に配置される複数のオートフォーカスエリアに再設定する
　請求項２に記載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスエリアを、前記中央部の
任意の位置に配置される１つのオートフォーカスエリアに再設定する
　請求項２に記載の撮像装置。
【請求項５】
　追尾対象の前記被写体を認識する被写体認識部をさらに備え、
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記被写体認識部の認識結果に応じて、前記オ
ートフォーカスエリアを再設定する
　請求項１乃至請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　被写体を撮像する撮像部を備える撮像装置の制御方法において、
　前記撮像装置が、
　撮像エリアに設けられる、前記被写体に対するオートフォーカスの合焦位置を定めるた
めのオートフォーカスエリアを設定し、
　前記オートフォーカスエリアに応じて、前記オートフォーカスを制御し、
　前記オートフォーカスを用いた追尾動作を行う場合に、追尾対象となる前記被写体が認
識されていないとき、前記オートフォーカスエリアを、前記撮像エリアにおける中央部に
再設定する
　ステップを含む制御方法。
【請求項７】
　被写体を撮像する撮像部を備える撮像装置を制御するコンピュータに実行させるプログ
ラムであって、
　撮像エリアに設けられる、前記被写体に対するオートフォーカスの合焦位置を定めるた
めのオートフォーカスエリアを設定し、
　前記オートフォーカスエリアに応じて、前記オートフォーカスを制御し、
　前記オートフォーカスを用いた追尾動作を行う場合に、追尾対象となる前記被写体が認
識されていないとき、前記オートフォーカスエリアを、前記撮像エリアにおける中央部に
再設定する
　ステップを含むプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本技術の一側面の撮像装置は、被写体を撮像する撮像部と、撮像エリアに設けられる、
前記被写体に対するオートフォーカスの合焦位置を定めるためのオートフォーカスエリア
を設定するオートフォーカスエリア設定部と、前記オートフォーカスエリアに応じて、前
記オートフォーカスを制御するオートフォーカス制御部とを備え、前記オートフォーカス
エリア設定部は、前記オートフォーカスを用いた追尾動作を行う場合に、追尾対象となる
前記被写体が認識されていないとき、前記オートフォーカスエリアを、前記撮像エリアに
おける中央部に再設定する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスエリアとして、前記撮像
エリア内の任意の位置に配置される複数のオートフォーカスエリアが設定されている場合
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、前記オートフォーカスエリアを、前記中央部に再設定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスエリアを、前記中央部の
任意の位置に配置される複数のオートフォーカスエリアに再設定する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記オートフォーカスエリア設定部は、前記オートフォーカスエリアを、前記中央部の
任意の位置に配置される１つのオートフォーカスエリアに再設定する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　追尾対象の前記被写体を認識する被写体認識部をさらに備え、前記オートフォーカスエ
リア設定部は、前記被写体認識部の認識結果に応じて、前記オートフォーカスエリアを再
設定する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本技術の一側面の撮像装置、制御方法、及び、プログラムにおいては、撮像エリアに設
けられる、被写体に対するオートフォーカスの合焦位置を定めるためのオートフォーカス
エリアが設定され、オートフォーカスエリアに応じて、オートフォーカスが制御され、オ
ートフォーカスを用いた追尾動作を行う場合に、追尾対象となる被写体が認識されていな
いとき、オートフォーカスエリアが、撮像エリアにおける中央部に再設定される。
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